
 
 

鳥取大学ダイバーシティキャンパス推進室便り 令和２年１２月５日  

通信 第37号 

●お知らせ - 鳥取県男女共同参画計画  名称変更- 

 鳥取県では、男女共同参画社会基本法に基づいて作成する「男女

共同参画計画」について、名称から「男女」を削除しました。 

 性別に関わらず多様な性を前提とする計画の主旨が幅広く理解さ

れるよう、新たな名称は「性にかかわりなく誰もが共同参画できる

社会づくり計画」となりました。 

 この計画は都道府県ごとに作成されますが、男女の文言を使用し

ないのは、全国初の試み。是非全国へ拡がってほしいものです。 

この号の内容 

◆お知らせ 

◆活動報告① 

◆活動報告② 

◆このひとに聞く 雑賀 倫子 講師 

◆お役立ち情報① 「イスラム教を知ろ
う」セミナー開催 

◆お役立ち情報② 書籍『個「性」って

なんだろう』    

 

 

 

 

●活動報告②  - 学生スタッフの活動を行っています- 

１０月から正式な活動を開始した学生スタッフは、現在５人です。１２

月に開催予定の「イスラム教を知ろう」セミナーについて、内容や方法、

時間など議論を重ねています。 

最初は、ほとんど知識のなかった学生も、YouTubeを見たり、本を読ん

だり、モスクへ見学に行ったりと、セミナーへ向けて各自学んでいます。 

セミナーについては、「お役立ち情報①」でも紹介しています。 

＜学生スタッフ活動＞ 

本年度は、毎月第一水曜日の３限の時間を定期活動日としており、地域

学部棟４階４４２０講義室にて行っています。 興味のある学生にお声が

けください。 

●活動報告①   

１１月４日～１１月３０日までの約１ヵ月間、録画した映像を視聴いただく形式で、ダイバーシ

ティセミナーを開催し、多くの方に受講いただきました。 

例年は、講師に来学いただいての集合研修を行っておりましたが、コロナ

禍であり、また時間に制約されず、多くの方に参加いただけるよう、録画し

た映像を視聴いただきました。 

内容は、「教育現場における性的マイノリティ支援の基礎～大学編～」と

７月に実施したeラーニングへのご質問やご意見に対する回答編として「性

的マイノリティへの支援と配慮について～鳥取大学教職員ＦＡＱ」の２部制

にて実施し、分けることで一部あたりの時間を短くしました。 

講師は、教職員の皆さまからのご質問やご意見に、率直に答えていただ

き、ＬＧＢＴではなくジェンダー教育として扱うべきではないかとのご意見

には、多くの方に知っていただくためには、象徴となる語句のほうが認知さ

れやすいこと、自分の属性を知ることで救われる人もいる、など丁寧にご説

明いただきました。 

受講した皆さまの声は、後日あらためて報告いたします。 

- ダイバーシティセミナー（FD研修・SD研修）を 

                   開催しました- 



  

 

 

 
 
★このひとに聞く   雑賀 倫子 さん 医学部 講師 

〒６８０-８５５０  

鳥取市湖山町南４丁目１０１ 

ダイバーシティキャンパス推進室（地域学部棟４階） 

T E L: ０８５７-３１-５７６９ または 内線２１６６ 

F A X: ０８５７-３１-５７９７ 

Email: diversity@ml.adm.tottori-u.ac.jp 

H   P: https://www.tottori-u.ac.jp/5683.htm  
 

室長：細井 由彦 理事  

専任コーディネーター：長谷 順子 (キャリアコンサルタント) 

ご要望・ご相談などは、下記までお寄せください 

医学部保健学科の地域・精神看護学講座に所属しています。専門は、在宅看護学です。 

★お役立ち情報① -「イスラム教を知ろう」セミナー開催- 
 ダイバーシティキャンパス推進室では、さまざまな国や環境のもとでの生まれ、育

ちなどによる多様な個性・価値観を尊重し、偏見や差別のないキャンパスを目指して

おります。 

 今回、「イスラム教を知ろう」と題し、イスラム教徒の留学生から、信仰したきっ

かけや自身の生活などを語っていただくセミナーを１２月中旬に開催する予定です。

詳しくは、別途ご案内します。 

 岡山大学大学院の中塚教授監修の『個「性」ってなんだろう？』を購入しましたの

ので、ご活用ください。 

出版元あかね書房のＨＰより 

 しだいに大人の体に変化するころは、体も大きく揺れ動くことがあります。自分の

体や性について迷ったり、人とは違う事を悩んだりしたことがありますか？ 

 この本では、多数派や一般論にとらわれない、性のあり方や恋愛観があることを知

ることができます。心と体の関係、性の多様性を理解することで、人間本来の持つ豊

かな心を育み、自分や友だちの個性を受け入れていく本です。 

 対象：小学校中学年から 

  4月からの職場復帰は、コロナ禍での講義、実習からのスタートでした。

その中でも、母は仕事の勘を取り戻すのに、子供は新しい環境に慣れるのに

日々格闘していました。月１～２回の保育園からのお迎えコールなどがあり

ますが、周りの先生方や研究補助の方（研究支援員制度を利用中）に助けら

れながら仕事をしています。 

  休日の過ごし方は、２歳の息子中心の時間に

なっています。乗り物を見るのが好きなので、踏

切近くに行って電車を見たり、バスを見たりして

います。最近は、城山に登って体も動かしていま

す。（親も体力がつきます） 

★お役立ち情報② -書籍『個「性」ってなんだろう？』- 


